
難

麟
覇
義

漆

　
　
　
　
舞

薩

懸

顯

鞭

鰻

醐

懸
、

講

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
轟
　
　
　
　
　
　
　
羅
難
舞
響
灘
働
灘
羅
灘
灘
欝
鐙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
憲

　
　
　
　
　
　
　
董
・
　
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
霧
難
舞
羅
雛
雛
驚
霧
難
雛

、
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
縫

　
　
　
　
　
　
　
　
．
叢
難

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騨
鰯
難

灘
灘
慧
雛
嚢
難
簸
難
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
嚢
　
嚢
蘇
灘

　
　
　
　
　
　
　
　
灘
灘

翼
鑛
欝
霧
舞
饗
幾
鍛
籔
籔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
鍵
雛
雛
雛
灘

麟
灘
　
灘
－
麟

　
霧
懸
懸
繍
懸
欝
灘
　
　
　
・
畿

　
　
　
　
　
　
難
難
懸
難
麟
獺
灘
瀞
麟
簸

麗
麟
騨
黙
麟
纏
騰

顯

顎購瓢
i欝雛懸

　慧懲灘i
　懸i鱒

嚢鞍’

蒙　
馨

霧

撚

　

難灘
　
　
灘

　
　
　
麟

　
　
　
　
醗

圓圃回團
おめでた（出生〉

え・う奮のおかあさん

姫夏ちゃん　傑坂美智男・友美さん

　　　　　　　　松之由（保　量）

直史ちゃん　内山　素良・霧　さん

　　　　　　　　松之山（町営住宅）

おくやみ（死亡）

小籔塚キンさん89歳湯山（白川屋）

蕎橋　トリさん88歳　天水島（助　甚）

瞥内　キミさん89歳湯之爵（川　靖）

布施　ナオさん　82歳　黒　禽（武蔵屋）

＊8月三臼から8月雛揖までの届患分です。

＊広報に載せてほしくない方は、屈出の時に

窓口にお話ください．

⑳◎㊨㊧
　　　　　　9月1日葦晃往

　総人口　3，絡2人（一6〉

　　　男　王，520入　（十・2〉

　　　女i，642人（一8〉

　世帯数　1，i捻戸（　0〉
　　　　（〉内は前月との比較

町民憲章，鑑不，，，年，月縦

わたしたちは松之山町民です。郷土を愛し、

みんなでよりよい町づくりをしよう。

町民の合書葉

　1、．美しい緑と零の中で

　　　　　　心豊かな人になろう
　i、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　連体の心をもとう
　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　創造のカを商めよう

10月

日

1㍗25↓未定

砥

嶽
臆
諺

謬’

嚢げ＝噂雛聾
カブト虫をつかまえるところ、

一緒にブロックで遊んでくれ．るところが好き．

保坂岳魍

　豊細

たききうまノ　　リみうハい

竹内隆盛

　豊田

花火をしているところ，，

・…緒に花メ火をして遊んで

くれ、るお億さんが好き。

＼
、
ー
ー
ー
ー
ー
…
…
…
…
…
…
…
ー
ー
ー
i
ー
ー
ー
1
ー
ノ

ヘ

㎜
　
ボ
も
い
つ
き
！

｝
　
　
、
　
　
　
　
　
）

｝
　
こ
れ
カ
ら
秋
ら
し
く
な
・
て
き
ま

㎜
　
す
ね
。
田
ん
ぼ
も
少
し
ず
つ
色
づ

ハ

㎜
　
き
は
じ
め
、
春
の
よ
う
に
カ
メ
ラ
片

㎜
　
手
に
撮
影
に
来
る
観
光
客
が
増
え

㎜
　
て
く
る
で
し
ょ
う
．
そ
こ
で
聞
く

㎜
　
の
が
マ
ナ
ー
問
題
で
す
ね
。
所
構

㎜
　
わ
ず
入
っ
て
く
る
人
も
い
る
か
も

㎜㎜
　
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
は
し
っ

　

㎜
　
か
り
泣
意
し
て
く
だ
さ
い
。
観
光

㎜
　
　
　
　
’

｝
　
客
は
特
別
と
い
う
扱
い
を
捨
て
る

！
　
の
も
観
光
地
と
し
て
の
ル
ー
ル
と

τ

葡
鴇
纂
蘇
盤
熱
搬
繍

薦
繧
講
と
な
ぞ
し
ま
い
姿

っ
　
N
O
と
露
え
な
い
段
本
人
で
は
あ

翻
り
ま
せ
ん
が
、
N
・
壽
え
る
こ
と
．

　
　
こ
れ
か
ら
は
必
要
に
な
っ
て
き
ま

㎜
す
よ
．

／
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＼
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9
月
麺
日
（
金
〉

　
佐
藤
跡
長
・
保
健
福
祉
課
長

が
8
8
歳
以
上
の
お
じ
い
ち
ゃ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
を
訪
問
し
、

保
奮
園
兜
達
が
描
い
た
絵
と
記

念
品
を
贈
り
ま
し
た
。
記
念
品

を
贈
ら
れ
た
8
8
歳
以
上
の
お
じ

い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は

総
勢
六
十
七
名
。
み
な
さ
ん
こ

れ
か
ら
も
元
気
で
長
生
き
し
て

く
だ
さ
い
ね
。

鵬
歳
以
上
の
方

・
村
山
貞
治
さ
ん

・
葛
橋
シ
チ
さ
ん

。。
。Q

歳
以
上
の
方

・
俘
藤
ケ
イ
さ
ん
・
蕩
澤
セ
キ

さ
ん
・
槌
木
チ
ヨ
さ
ん
・
村
山

シ
ヨ
さ
ん
・
山
燦
ナ
カ
さ
ん
・

蕩
澤
利
疋
さ
ん
・
相
澤
タ
マ
キ

さ
ん
・
重
野
マ
ス
さ
ん
・
志
賀

マ
ツ
さ
ん
・
瀧
澤
テ
フ
さ
ん
・

佐
藤
ト
ラ
さ
ん
・
小
野
塚
贋
太

郎
さ
ん
・
小
野
塚
熊
男
さ
ん
・

重
野
タ
ツ
さ
ん
・
著
月
か
め
よ

さ
ん
・
樋
口
義
治
さ
ん
・
蕎
橋

マ
サ
さ
ん
・
蕩
橋
シ
ン
さ
ん
・

佐
藤
五
喪
治
さ
ん
・
佐
藤
カ
ヅ

子
さ
ん
・
小
野
塚
ス
ギ
さ
ん
・

筒
橋
長
太
郎
さ
ん
・
小
林
ミ
サ

さ
ん
・
樋
口
林
八
郎
さ
ん
・
樋

松急山の
　　　　　ご凄壽

秘山貞給さん（藤内替爺塗》御歳
葛檎シチさん《蓋水蔚門も｝矧歳

2

ロ
ッ
タ
ヲ
さ
ん
・
擶
施
タ
イ
さ

ん
・
本
出
ス
ガ
さ
ん
・
騨
上
修

一
さ
ん
・
久
保
憩
コ
ン
メ
さ
ん
・

江
口
欝
栄
さ
ん
・
佐
藤
ト
ヨ
さ

ん
・
南
雲
チ
フ
さ
ん
・
石
塚
ク

ニ
さ
ん
・
佐
藤
彦
平
さ
ん
・
南

雲
ト
ヨ
さ
ん
・
相
澤
茂
平
さ
ん
・

本
毒
カ
ヨ
さ
ん
・
蕩
橋
サ
ク
さ

ん
・
本
毒
ミ
チ
さ
ん
・
相
澤
長

男
さ
ん
・
小
野
塚
よ
志
さ
ん
・

久
保
紹
友
榮
さ
ん
・
小
堺
サ
ン

さ
ん
・
懸
邉
千
代
さ
ん
・
葛
橋

ヨ
イ
さ
ん
・
村
山
俊
治
さ
ん
・

津
端
ナ
イ
さ
ん
・
小
口
雄
二
さ

ん
二
渦
橋
ミ
オ
ル
さ
ん
。
相
澤

一
雄
さ
ん
・
丸
山
寅
吉
さ
ん
・

相
澤
ハ
ル
さ
ん
・
私
久
井
テ
イ

さ
ん
・
樋
欝
正
武
さ
ん
・
腐
橋

ウ
メ
ノ
さ
ん
・
商
浪
増
太
郎
さ

ん
・
小
林
虎
男
さ
ん
・
樋
ロ
ト

ラ
さ
ん
・
蕎
橋
福
重
さ
ん
・
商

橋
フ
ジ
さ
ん
・
佐
藤
重
太
郎
さ

ん
・
佐
藤
ト
メ
さ
ん
・
佐
藤
多

佐
秘
さ
ん
・
佐
藤
霞
平
さ
ん
・

村
由
ス
キ
さ
ん
・
村
山
ヨ
リ
さ

ん
・
渡
邉
ハ
ル
イ
さ
ん
・
村
山

マ
サ
さ
ん
・
樋
ロ
セ
キ
さ
ん
・

樋
口
健
二
さ
ん
・
畔
上
ミ
ヨ
さ

ん
・
丸
山
ツ
マ
さ
ん
・
竹
内
リ

フ
さ
ん
・
高
澤
稔
さ
ん
・
本
山

ス
イ
さ
ん
・
小
野
塚
ス
ミ
さ
ん
・

相
沢
綾
子
さ
ん

符・2D・23
　松之由聴の叢高齢は、村由貞治さん（藤内名・

東屋〉と高橋シチさん（天水島・門七〉のお2

人で、共鷹顧歳。⑲OQ無生まれのお二入は、

総・20。2壕世紹と3燈紀を箆てこられた£とに

なるんで箏ね。

華

野
響

騒

簿『

・・縣

灘
灘鑛

羅
，

3
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＠　定員適正化計画の隼次割進捗状況（実績1の内訳

○一般行政部門　　　　　　　　　　　　　　　　　　網無月磯麓御

鷹分
”年讃
面蔚隼分

12葎
1隼鷺

事3年
2零目

14隼
3母霞

屡5年
4隼臼

総隼
5葎自

等2～
13隼翫

拳法（事由〉の概要 荘
仁
糧

邊驚蛙1構榊
議
　
　
会

減轟 －／！ 1 馨

→
2 （減轟理宙）

機械化による舎理
化　　　　　（遷〉増舞 き T 1

　　　　　榊
　　　　　蕊
　　　　　一　　　　～

（紛）部門溺職員数の状況と態な増減理由　鱒鯛崩畷秘
蓬穣 ／ノ △1 ム皇

職興数 2 2 馨 すフー

総
　
　
務

滅舞 〆〆 2 1 士 3 〈減黄理鐡〉

東窟事務漸称止

　　　く1）

職　　藪　　数 対麟隼
　　　主な増滅理由燐滅数

増黄 　ノ／ 5 等 5 単成12無 導城睡3葎

難引 ／ 3 △馨 む 酸
蝋
毅
行
政
都
門

i誘　　禽 2 屡 ム1　機械化‘こよる合理化

臓轟数 2璽 24 23 斗 旺務 響
　憧23 △1　東豪事驚断鉢止

鵜 3 2 孤等　機械｛ヒによる奮理化

税
　
　
務

滅黄 蓬 1
一十2

繊貴理劇
機械化による合理
化　　　　　（11増黄 －〆 吻

酸． 別 魔4 △8　介簸保険審糞関係の鼠発替え

蓬引 －〆 △壌 ム肇 ム2 生 4 4
職鼠数 4 3 2 ／ 働 o o

擦
　
　
隻

減舞 ーノ 1 8 9 （減蚤理密）

介議像険審叢鵬係
の公営金繋等会針
部門へ区分替171
保育藁務濃の減
　　　（筆｝

ホ水産 賛 n
増黄 ／ で 1 工 7 7
差郵 ／’

い〆 ム8 △8 土　　木 6 5 △等　土木業務即〉滅

麟激 22 22 筆4
－

小　　　欝 79 67 ム稔

衛
　
　
生

絨貫 －

1 書 萄政
溺部
行門

教　　　密 賛 ”

燐員 ／／
小　　　讃 質 ”

差尉 ／〆 ム1 △｛ 公会

営欝

企
藁部
等門

癩　　　院 9 給 等　鍍麟の採璃

職鼠数 5 4 4 　－－〆ノ 水　　　道 2 2

労
　
　
働

減籔
！／

〆
下　水　選 3 3

増舞 －／〆 そ　の　穂 3 10 7分護像験事業瞭絢業務塘

蓬引 　ずー〆
い！

小　　　讃 17 25 3
職興数 0 o o 禽　　　　　　翫 肇07 緯3 4

農
赫
水
産

滅舞 ノー－ 2 2
1渡）職黄数は一般職に羅する職黄数で轟多’、地劣公務蝿の舞分を保有す範体職餐・娠濃磯鱒導を禽

　轟．臨購又は弊常勤務醗齢いて釧ます．

（質〉定員適疋化謙圃の数値凝標及び進捗状況

⑦定員適疋化目標｛数）
　定鍛モデル．撫瞼1翻職賛数の献灘こよ紛繕績果を踏まえ、吟幾髭込勲る黙財ラン

笈び介譲嫁験の箏務・事藁弧お舞る煙黄に妙し、機構孜箪笈び退職不補兜等によ｝♪総数での職

簸数の舞鋼を図る。

　これにより、事成董2無から平成絡鉢までの5驚闘響、一般行敷郭麹3名、総聡薦数で8名

くフ．3％）の鳶臓登図る。

②定員適疋化撃法の概要
　〈1職構・繍改麟・や・行政離に象柵した繊・機構灘を魅し、簡棄で効納鰍撚

　　　　　鋼とする。
　く2〉サンセット方式…鰯銀の窟められた鷹業砿っいては、嬢業が終了した時点で畠動的な定

　　　　　疑のスクラ・・ブを漂則とする
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増黄

差弓i △↑ △≦ △2

臓段数 7 6 5
｝

○特勝行政部門 く董3無4彫饅現痴

蟹贈員②翁ξ｝・

滝崖曹週簿
（紛）部門溺職員数の状況と態な増減理由 （13奪魂薄電欝理秘

1渡）職黄数は一般職に羅する職黄数で轟多’、地劣公務蝿の舞分を保有す範体職餐・娠濃磯鱒導を禽

　轟．臨購又は弊常勤務貴を齢いてあ多ヌます、、

　　　　　　　　既するo
　（4）公務畿率の両士，・”職舞の能力醐登と並行してOA化を撚進し、公務能箪の樹上繕努めるか

③定員適正化鍛躍の隼次鑓進捗状況（葵績）の概要　　　（｝3駕4月珊環萄
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｝2～
等3隼誹

〈参考〉

数殖鶏標
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介護保験嘉業関係
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減員 13 12 25
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○公営企業等会計部賄

5

（捻球4月董臼理甕｝

（質〉定員適疋化謙圃の数値凝標及び進捗状況

⑦　定員適疋化目標｛数）

　定鍛モデル．撫瞼1翻職賛数の献灘こよ紛繕績果を踏まえ、吟幾髭込勲る黙財ラン
笈び介譲嫁験の箏務・事藁弧お舞る煙黄に妙し、機構孜箪笈び退職不補兜等によ｝♪総数での職

簸数の舞鋼を図るウ

　これにより、事成董2無から平成絡鉢までの5驚闘響、一般行敷郭麹3名、総聡薦数で8名

くフ．3％）の鳶臓登図る。

②　定員適疋化撃法の概要
　〈1｝機構・縄繍改飾・行政需要に対慈した繊・機構敵叢を案施し、簡棄で効率的な執行偽

　　　　　鋼とする。
　く2〉サンセット方式…鰯銀の窟められた鷹業砿っいては、嬢業が終了した時点で畠動的な定

　　　　　疑のスクラッブを漂則とするg
　く3〉罠燭委託轡・・畠働嘩運転業務や施設管理簗務等委託化で毒るものについて1よ稜極的に婁

　　　　託する。
　（4）公務畿率の両士，・”職舞の能力醐登と並行してOA化を撚進し、公務能箪の樹上繕努めるか

③定員適正化鍛躍の隼次鑓進捗状況（葵績）の概要　　　（｝3駕4月珊環萄

（瀧｝欝繭鰯問は12葎～絡犀の§年㈱ですΦ

（拳考）

をお知らせします
松之山鰐職輿の給与・定輿管理等の輿態を町幾の皆さんに
無っていただくため、その内容についてお勲らせします．

※再任粥凝渡適倒溝はありません。

（8）職員手当の状況
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　　2聖欄は、該当織爵がいないためです、
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教育　長 3角期　　　　　　　　　転55月分
掛　　　　　　　　　　　ま6Q澱分 織　　　員　　　数（A） 95人 74人 烈人

鑓宋手嚢

餓　　　畏
爾　餓　長

（u驚度支絵翻合）
6丹期　　　　　　　　　　1、45趨分

！2月鑓　　　　　　　　　　　1．60薄分
”隼度

繋通舞紹期濁（稔～24肩）を
短縮して昇総した職貴数（B〉

4人 4人 一人

議　　　員 3丹期　　　　　　　　　0．5朗分
欝　　　　　　　　　　　3．60縁分 比　　　率　（8〉／〈A〉 4．2％ 騒％ 一％

（7〉舞結期悶頬繍の状溌

4

ー
o
o
口
o
o
I



＠　定員適正化計画の隼次割進捗状況（実績1の内訳
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笈び介譲嫁験の箏務・事藁弧お舞る煙黄に妙し、機構孜箪笈び退職不補兜等によ｝♪総数での職

簸数の舞鋼を図る。

　これにより、事成董2無から平成絡鉢までの5驚闘響、一般行敷郭麹3名、総聡薦数で8名
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い
建
物

　
自
然
科
学
館
「
森
の
学
校
し

〔
仮
称
〕
の
建
築
と
展
承
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
総
数
で
3
0
9

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

5
月
に
第
王
次
審
資
と
第
2
次

審
査
が
行
わ
れ
、
簸
優
秀
賞
1

点
と
入
選
4
点
、
佳
窪
5
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
巖
優
秀
賞
に
は
、
東
察
都
撮

田
谷
区
の
手
塚
貴
購
さ
ん
と
手

塚
鐵
比
さ
ん
（
手
塚
建
築
砺
究

所
〉
の
作
贔
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
の
作
錨
は
、
屋
根
や

外
壁
に
コ
…
ル
テ
ン
鋼
と
い
う

鉄
板
を
使
期
し
た
S
掌
形
の
総

長
い
建
物
で
、
人
が
森
の
中
を

抜
け
る
よ
う
に
建
物
内
を
通
り

抜
け
て
い
く
構
造
で
す
。

　
ま
た
、
冬
朗
問
は
ほ
と
ん
ど

除
雲
を
行
わ
ず
、
建
物
の
一
部

は
雪
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
埋
も

れ
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
で
、

施
設
内
の
大
き
な
窓
か
ら
は
外

の
雪
景
色
や
積
も
っ
た
霧
の
様

子
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
計
顧
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

総
長
い
建
物
の
終
点
に
は
蕩
さ

30

メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
を
設
置

し
、
下
川
手
集
落
が
一
望
で
き
　
6

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
黍
塚
さ
ん
の
作
最
に
対
す
る

審
査
員
の
評
緬
と
し
て
は
、

「
欝
然
と
の
関
係
を
強
く
持
た

せ
る
た
め
に
除
霧
は
行
わ
ず
、

積
雪
を
積
極
的
に
利
期
す
る
と

い
う
発
想
と
船
の
構
造
に
似
た

形
式
で
建
築
し
よ
う
と
す
る
技

衛
的
な
提
案
を
嵩
く
評
無
し
た

於
、
し
か
し
、
「
建
物
の
”
織

長
さ
”
に
疑
問
が
残
っ
た
」
と

い
う
も
の
で
し
た
．

欝
繕
灘
響
イ
ン
や

　
　
讐
講
欝
圃
を
検
討

　
推
進
委
員
会
で
は
当
選
し
た

建
築
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
を
受
け
、

8
月
末
ま
で
に
6
織
の
椎
進
委

員
会
を
闘
催
し
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
（
案
）
や
基
本
計
纒
の
簸
終

案
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
7
月
に
闘
催
さ
れ
た
推
進
委

員
会
議
で
は
、
手
塚
貴
瞬
さ
ん

か
ら
お
い
で
い
た
だ
き
灘
選
し

た
修
錨
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
に

つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
か
ら
は
、
外
壁
に
使

爾
さ
れ
る
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
の
お

議
が
あ
り
、
海
外
で
は
以
甫
か

ら
建
築
に
使
屠
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
年
月
が
経
遍
す
る
と
鉄
板

の
色
が
南
部
鉄
び
ん
の
錆
び
た

茶
魚
に
な
る
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

の
検
討
で
は
、
委
員
か
ら
「
施

設
内
の
鷹
切
り
が
密
窃
に
で
き

る
し
、
使
い
勝
手
が
良
さ
そ
う

だ
』
や
「
ユ
ニ
！
ク
だ
恥
「
コ
ン

ペ
で
当
選
し
た
の
だ
か
ら
こ
れ

で
進
め
る
の
が
い
い
の
で
は
な

い
か
」
「
町
民
か
ら
愛
著
を
持
つ

て
も
ら
う
た
め
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
驚
跳
か
ら
募
集
し
た
ら
ど

う
か
』
な
ど
の
意
兇
の
ほ
か
、

「
展
望
禽
の
設
麗
場
勝
が
倉
理

的
で
な
い
冤
風
通
し
が
悪
そ
う

だ
冤
外
観
と
蒋
下
の
低
い
の
が

気
に
な
る
国
積
雲
の
舛
応
に
問

題
が
あ
り
十
分
な
検
討
が
必
要

だ
』
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

雪
の
問
題
に
つ
い
て
は
資
料
を

示
し
、
手
塚
さ
ん
か
ら
回
答
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
本
欝
瀬
に
お
い
て
は
、

①
松
之
由
の
自
然
及
び
入
と
自

　
然
と
の
共
生

②
志
賀
梯
助
氏
に
醐
す
る
展
示

③
科
学
と
の
ふ
れ
あ
い
に
お
け

　
る
体
験
の
成
果
を
展
示

④
自
然
の
仕
組
み
、
巧
み
さ
、

　
美
し
さ
が
わ
か
る
展
示

以
上
の
4
つ
を
基
本
に
展
示
讃

薩
を
進
め
て
行
く
こ
と
で
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

饗
繋
鐵
雛
調
に
よ
る

　
　
　
　
．
搬
域
説
明
会

　
8
月
算
撫
、
議
会
全
貴
脇
議

会
と
推
進
委
員
会
が
講
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
撫
の
推
進
委
貴

会
で
は
、
ア
罫
バ
イ
ザ
ー
の
池

内
さ
ん
や
黍
塚
さ
ん
、
北
摺
さ

ん
ら
も
患
席
い
た
だ
き
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
後
も
2
測
の
推

進
委
員
会
を
闘
催
し
，
委
農
も

脇
力
し
地
域
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
や
、
基
本
計
麟
の
内
容

を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
た
め
の
隠
子
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

－
き
！
…
…
…
！
｝
｝

　
次
園
は
、
議
会
全
曼
協
議
会

で
の
協
議
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　　　　箪　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　鳶　　　　　　　　　　薦　　　　　　　　　最　　　　　　　黛　　　　　　鋸　　　　　鍵　　　　蕪　　饗　灘灘

手塚由比（顎御

神奈川焦まれ　裁蔵工業大学卒業

欝ンドン大学バー一レット校

東洋大学雰常勤講飾（雄99～2000）

東海大学舞常勤講師（200玉～　〉

櫛榊榊酬

手塚貴晴氏（写難〉

東窟鷹まれ　戯蔵工業大学卒業

ペンシルバニア大学大学院挙業

（年聞簸優秀デザイナー一賞受賞〉

ヒースロー窒港第5ターミナル

ヒー一ス灘一空i港乗換ター一ミナル設讃

醜
　
駿

　
　
鑛

　
鱗
灘

．
翻

戴
醗
・

難
爾懸．

購
灘

灘
㈱

　
第
盆
園
畿
鍵
の
接
徳
祭
縫
講

難
、
麟
籔
礁
溺
懸
形
灘
構
報
発

緩
懸
鴛
鐙
羅
輪
叢
雛
溝
、
2
潟

麹
懸
漢
鞍
繁
戴
難
ー
滋
ペ
ー
ジ

離
饗
醗
叢
灘
薫
麟
叢
霧
。
第
1

園
㊨
騰
懸
饗
銭
溝
｝
滋
蝋
…
鐸

禁
総
縷
懇
、
漢
纏
蜷
蟻
密
覆
の

総
難
灘
嬢
叢
移
躍
懇
、
“
欝
歳
癒
簡

鱗
報
懸
繋
購
照
翼
薩
璽
懸
聾
騒
溺
ら

．
縫
撫
縷
懇
構
慧
羅
醜
灘
霧
騰
驚
羅

騨
叢
雛
．

　
競
騰
黙
懇
⑳
購
鰹
ぽ
．
縁
懸

懸
麟
醗
蕎
雛
縫
鵬
⑳
紹
灘
麟
懇
奮
麟

．
羅
第
箋
籔
⑳
譲
録
，
顯
羅
灘
鱗
鍵

鎌
雛
蕪
蒙
鐵
整
備
灘
類
鵜
羅
⑱

懸
鐵
懇
籔
灘
懸
縫
灘
．
越
後
妻
総
』

『
．
灘
灘
嚢
繋
鐵
鑓
灘
灘
懸
溝
㎜
難
業

騰
鍛
騰
懸
懸
議
騰
．
・
難
遜
懇
段

㎜
繊
欝
議
籔
磁
畿
緑
漿
懸
懇
麟
紹

犬地の芸術祭

公式ホームページ開設

第2圃開催概要や作家公募猜報も

掲載中

里翻プラヅ遍儒囎懸

介
、
関
係
機
関
へ
の
リ
ン
ク
集

と
ト
ピ
ツ
ク
ス
（
新
着
惰
報
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
懸
の
ト

ぼ
ッ
ク
ス
で
は
、
第
2
園
の
作

鹸
づ
く
り
に
海
け
た
俸
家
選
定

の
た
め
の
公
墓
傭
報
と
、
8
月

綻
プ
箆
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

蹴
だ
慣
猴
俸
む
ワ
ー
ク
シ
葺
ッ

プ
慶
織
揚
げ
篇
の
紹
介
を
し
て

繍
漢
蝶
。

　
今
後
乙
豪
め
陰
更
新
を
し
て

ゆ
き
ま
霧
の
欝
、
時
養
、
闘
覧

鞍
懇
み
薫
く
だ
さ
磧
。
自
竃
で

雛
ン
タ
茎
ネ
繋
欝
に
撫
入
さ
れ

灘
鱒
懸
繍
秀
は
、
穏
擶
購
構
報

鍵
欄
癒
澄
欝
ざ
鷲
講
蓬
輪
。

惣
鐵
慧
叢
欝
；
躍
〆
W
W
W
・
t

・
玉
褻
難
＆
　
・
O
繁
　
・
・
」
の
ソ
参
～

嚢
　
叢
③
欝
－
幾
…
驚
誘
。
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1
寸
O
o
o
I

墾ii翻箋懸繋難ii進幾繋饗懲辮瓢獲i進餐簸欝

悪麟．．．厳報霧罵馨羅叢舗蓬灘襲慈欝然麟嚢館

霧森鹸蒙i糠慧簾癒嚢⑱墓蒸i謙魑礫蓑愚饗i募

濾選麟燕灘建築灘慧鎌翼懸懸愚総建設纐懸翻

醗墓i灘講覆醸簸緩麹懸議繧醐羅騨諜霧擦．

幾穏欝羅欝縷聾選騒灘難輪難難進嚢i簸釜縫の繊

講灘憲蓬麟麹懸慧縷諜鐵、

鐵
籔
灘
灘
灘
難
撮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
麟
毯
灘
脇

繭
鰯
騒
彊
糠
鱗
．
鞭
騨
麟
鰻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
響
麓
欝
麟

簗
購
欝
灘
ザ
ー
に

　
　
　
　
池
内
了
教
授

　
推
進
委
員
会
で
は
、
謝
醸
の

段
購
か
ら
自
然
科
学
鯨
「
森
の

学
校
偏
〔
仮
称
）
に
関
わ
っ
て
も

ら
う
広
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

持
っ
た
人
物
が
必
要
で
は
な
い

か
と
の
意
見
が
出
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
北
想
フ
ラ
ム
さ
ん
の

紹
介
で
名
古
屋
市
在
住
の
濾
内

了
（
さ
と
る
）
さ
ん
か
ら
康
然

科
学
館
「
森
の
学
校
凱
仮
称
〕
の

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
関
わ
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。　

池
内
さ
ん
は
境
往
、
名
古
屋

大
学
大
学
院
理
学
部
教
授
で
宇

宙
物
理
学
を
専
攻
さ
れ
て
い
ま

す
．
4
月
末
に
は
松
之
由
町
に

お
越
し
い
た
だ
き
建
設
讃
爾
の

場
漸
を
挽
察
い
た
だ
い
た
り
、

推
進
委
翼
と
の
藤
談
も
行
わ
れ

ま
し
た
。
池
内
さ
ん
に
は
、
推

進
委
員
会
に
も
繊
席
い
た
だ
い

た
り
し
な
が
ら
施
設
に
関
わ
る

活
動
計
薩
や
展
示
計
画
な
ど
ソ

フ
ト
爾
で
い
ろ
い
ろ
な
ご
提
案

を
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

籔
馨
形
の

　
　
　
　
細
長
い
建
物

　
自
然
科
学
館
「
森
の
学
校
し

〔
仮
称
〕
の
建
築
と
展
承
な
ど

の
デ
ザ
イ
ン
を
広
く
募
集
し
て

い
ま
し
た
が
、
総
数
で
3
0
9

点
も
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

5
月
に
第
王
次
審
資
と
第
2
次

審
査
が
行
わ
れ
、
簸
優
秀
賞
1

点
と
入
選
4
点
、
佳
窪
5
点
が

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
巖
優
秀
賞
に
は
、
東
察
都
撮

田
谷
区
の
手
塚
貴
購
さ
ん
と
手

塚
鐵
比
さ
ん
（
手
塚
建
築
砺
究

所
〉
の
作
贔
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
の
作
錨
は
、
屋
根
や

外
壁
に
コ
…
ル
テ
ン
鋼
と
い
う

鉄
板
を
使
期
し
た
S
掌
形
の
総

長
い
建
物
で
、
人
が
森
の
中
を

抜
け
る
よ
う
に
建
物
内
を
通
り

抜
け
て
い
く
構
造
で
す
。

　
ま
た
、
冬
朗
問
は
ほ
と
ん
ど

除
雲
を
行
わ
ず
、
建
物
の
一
部

は
雪
の
中
に
す
っ
ぽ
り
と
埋
も

れ
て
し
ま
う
と
い
う
考
え
で
、

施
設
内
の
大
き
な
窓
か
ら
は
外

の
雪
景
色
や
積
も
っ
た
霧
の
様

子
も
見
ら
れ
る
よ
う
な
計
顧
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

総
長
い
建
物
の
終
点
に
は
蕩
さ

30

メ
ー
ト
ル
の
展
望
台
を
設
置

し
、
下
川
手
集
落
が
一
望
で
き
　
6

る
と
い
う
も
の
で
す
。

　
黍
塚
さ
ん
の
作
最
に
対
す
る

審
査
員
の
評
緬
と
し
て
は
、

「
欝
然
と
の
関
係
を
強
く
持
た

せ
る
た
め
に
除
霧
は
行
わ
ず
、

積
雪
を
積
極
的
に
利
期
す
る
と

い
う
発
想
と
船
の
構
造
に
似
た

形
式
で
建
築
し
よ
う
と
す
る
技

衛
的
な
提
案
を
嵩
く
評
無
し
た

於
、
し
か
し
、
「
建
物
の
”
織

長
さ
”
に
疑
問
が
残
っ
た
」
と

い
う
も
の
で
し
た
．

欝
繕
灘
響
イ
ン
や

　
　
讐
講
欝
圃
を
検
討

　
推
進
委
員
会
で
は
当
選
し
た

建
築
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
を
受
け
、

8
月
末
ま
で
に
6
織
の
椎
進
委

員
会
を
闘
催
し
、
そ
の
デ
ザ
イ

ン
（
案
）
や
基
本
計
纒
の
簸
終

案
の
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
7
月
に
闘
催
さ
れ
た
推
進
委

員
会
議
で
は
、
手
塚
貴
瞬
さ
ん

か
ら
お
い
で
い
た
だ
き
灘
選
し

た
修
錨
に
つ
い
て
の
説
明
を
受

け
た
り
、
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
に

つ
い
て
の
検
討
を
重
ね
ま
し
た
。

手
塚
さ
ん
か
ら
は
、
外
壁
に
使

爾
さ
れ
る
コ
ー
ル
テ
ン
鋼
の
お

議
が
あ
り
、
海
外
で
は
以
甫
か

ら
建
築
に
使
屠
さ
れ
て
い
る
こ

と
や
年
月
が
経
遍
す
る
と
鉄
板

の
色
が
南
部
鉄
び
ん
の
錆
び
た

茶
魚
に
な
る
な
ど
の
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　
デ
ザ
イ
ン
（
案
）
に
つ
い
て

の
検
討
で
は
、
委
員
か
ら
「
施

設
内
の
鷹
切
り
が
密
窃
に
で
き

る
し
、
使
い
勝
手
が
良
さ
そ
う

だ
』
や
「
ユ
ニ
！
ク
だ
恥
「
コ
ン

ペ
で
当
選
し
た
の
だ
か
ら
こ
れ

で
進
め
る
の
が
い
い
の
で
は
な

い
か
」
「
町
民
か
ら
愛
著
を
持
つ

て
も
ら
う
た
め
に
ニ
ッ
ク
ネ
ー

ム
を
驚
跳
か
ら
募
集
し
た
ら
ど

う
か
』
な
ど
の
意
兇
の
ほ
か
、

「
展
望
禽
の
設
麗
場
勝
が
倉
理

的
で
な
い
冤
風
通
し
が
悪
そ
う

だ
冤
外
観
と
蒋
下
の
低
い
の
が

気
に
な
る
国
積
雲
の
舛
応
に
問

題
が
あ
り
十
分
な
検
討
が
必
要

だ
』
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

雪
の
問
題
に
つ
い
て
は
資
料
を

示
し
、
手
塚
さ
ん
か
ら
回
答
い

た
だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

基
本
欝
瀬
に
お
い
て
は
、

①
松
之
由
の
自
然
及
び
入
と
自

　
然
と
の
共
生

②
志
賀
梯
助
氏
に
醐
す
る
展
示

③
科
学
と
の
ふ
れ
あ
い
に
お
け

　
る
体
験
の
成
果
を
展
示

④
自
然
の
仕
組
み
、
巧
み
さ
、

　
美
し
さ
が
わ
か
る
展
示

以
上
の
4
つ
を
基
本
に
展
示
讃

薩
を
進
め
て
行
く
こ
と
で
ま
と

ま
り
ま
し
た
。

饗
繋
鐵
雛
調
に
よ
る

　
　
　
　
．
搬
域
説
明
会

　
8
月
算
撫
、
議
会
全
貴
脇
議

会
と
推
進
委
員
会
が
講
催
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
撫
の
推
進
委
貴

会
で
は
、
ア
罫
バ
イ
ザ
ー
の
池

内
さ
ん
や
黍
塚
さ
ん
、
北
摺
さ

ん
ら
も
患
席
い
た
だ
き
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
そ
の
後
も
2
測
の
推

進
委
員
会
を
闘
催
し
，
委
農
も

脇
力
し
地
域
説
明
会
を
開
催
す

る
こ
と
や
、
基
本
計
麟
の
内
容

を
町
民
に
分
か
り
や
す
く
説
明

す
る
た
め
の
隠
子
を
作
成
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

－
き
！
…
…
…
！
｝
｝

　
次
園
は
、
議
会
全
曼
協
議
会

で
の
協
議
内
容
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　纏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　講　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　萎　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　璽　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髪　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　森　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鱗　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　科　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黙　　　　　　　　　　　　　　　　　　　輿　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　者　　　　　　　　　　　　　　　箪　　　　　　　　　　　　　　馨　　　　　　　　　　　　　算　　　　　　　　　　　鳶　　　　　　　　　　薦　　　　　　　　　最　　　　　　　黛　　　　　　鋸　　　　　鍵　　　　蕪　　饗　灘灘

手塚由比（顎御

神奈川焦まれ　裁蔵工業大学卒業

欝ンドン大学バー一レット校

東洋大学雰常勤講飾（雄99～2000）

東海大学舞常勤講師（200玉～　〉

櫛榊榊酬

手塚貴晴氏（写難〉

東窟鷹まれ　戯蔵工業大学卒業

ペンシルバニア大学大学院挙業

（年聞簸優秀デザイナー一賞受賞〉

ヒースロー窒港第5ターミナル

ヒー一ス灘一空i港乗換ター一ミナル設讃

醜
　
駿

　
　
鑛

　
鱗
灘

．
翻

戴
醗
・

難
爾懸．

購
灘

灘
㈱

　
第
盆
園
畿
鍵
の
接
徳
祭
縫
講

難
、
麟
籔
礁
溺
懸
形
灘
構
報
発

緩
懸
鴛
鐙
羅
輪
叢
雛
溝
、
2
潟

麹
懸
漢
鞍
繁
戴
難
ー
滋
ペ
ー
ジ

離
饗
醗
叢
灘
薫
麟
叢
霧
。
第
1

園
㊨
騰
懸
饗
銭
溝
｝
滋
蝋
…
鐸

禁
総
縷
懇
、
漢
纏
蜷
蟻
密
覆
の

総
難
灘
嬢
叢
移
躍
懇
、
“
欝
歳
癒
簡

鱗
報
懸
繋
購
照
翼
薩
璽
懸
聾
騒
溺
ら

．
縫
撫
縷
懇
構
慧
羅
醜
灘
霧
騰
驚
羅

騨
叢
雛
．

　
競
騰
黙
懇
⑳
購
鰹
ぽ
．
縁
懸

懸
麟
醗
蕎
雛
縫
鵬
⑳
紹
灘
麟
懇
奮
麟

．
羅
第
箋
籔
⑳
譲
録
，
顯
羅
灘
鱗
鍵

鎌
雛
蕪
蒙
鐵
整
備
灘
類
鵜
羅
⑱

懸
鐵
懇
籔
灘
懸
縫
灘
．
越
後
妻
総
』

『
．
灘
灘
嚢
繋
鐵
鑓
灘
灘
懸
溝
㎜
難
業

騰
鍛
騰
懸
懸
議
騰
．
・
難
遜
懇
段

㎜
繊
欝
議
籔
磁
畿
緑
漿
懸
懇
麟
紹

犬地の芸術祭

公式ホームページ開設

第2圃開催概要や作家公募猜報も

掲載中

里翻プラヅ遍儒囎懸

介
、
関
係
機
関
へ
の
リ
ン
ク
集

と
ト
ピ
ツ
ク
ス
（
新
着
惰
報
）

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
懸
の
ト

ぼ
ッ
ク
ス
で
は
、
第
2
園
の
作

鹸
づ
く
り
に
海
け
た
俸
家
選
定

の
た
め
の
公
墓
傭
報
と
、
8
月

綻
プ
箆
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
行
わ

蹴
だ
慣
猴
俸
む
ワ
ー
ク
シ
葺
ッ

プ
慶
織
揚
げ
篇
の
紹
介
を
し
て

繍
漢
蝶
。

　
今
後
乙
豪
め
陰
更
新
を
し
て

ゆ
き
ま
霧
の
欝
、
時
養
、
闘
覧

鞍
懇
み
薫
く
だ
さ
磧
。
自
竃
で

雛
ン
タ
茎
ネ
繋
欝
に
撫
入
さ
れ

灘
鱒
懸
繍
秀
は
、
穏
擶
購
構
報

鍵
欄
癒
澄
欝
ざ
鷲
講
蓬
輪
。

惣
鐵
慧
叢
欝
；
躍
〆
W
W
W
・
t

・
玉
褻
難
＆
　
・
O
繁
　
・
・
」
の
ソ
参
～

嚢
　
叢
③
欝
－
幾
…
驚
誘
。

7
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嚢
鍵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
☆
小
学
蛋
の
部

　
玉
位
　
チ
…
ム
ア
レ
ッ
ク
ス

　
2
位
　
あ
っ
！
命

　
3
位
浦
照
ダ
ッ
シ
鉱
チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
フ
ル
ス
イ
ン
グ

　
3
位
　
G
T
｛
R
☆
Q

　
☆
高
校
二
般
の
部

　
玉
位
オ
サ
懇
・
ラ
葵
煮
ン
黛
．

　
2
位
　
☆
行
け
炎
闇
ー
，
☆

　
3
位
　
つ
る
っ
ぱ
げ

　
☆
ゆ
と
婁
の
部

　
隻
位
勇
バ
暴
ソ
叢
ロ
玉

　
2
位
猛
雀
ラ
ン
ナ
ー
ズ

　
☆
特
劉
賞
（
ゆ
と
鯵
の
部
汰
賞

　
　
　
　
　
灘
以
外
か
ら
描
選
）

　
○
ス
パ
ー
・
羅
シ
慧
力
獲

　
○
浦
霞
ゆ
毒
疹
羨
峯
ム

　
○
う
鱒
ん
契
2

　
　
駅
紙
大
会
終
了
後
、
健
康
マ

　
ラ
ソ
ン
が
行
わ
親
、
小
さ
癒
蕃

　
供
達
懸
お
父
さ
ん
・
お
母
蓮
茄

　
ま
穆
だ
。
参
撫
餐
み
な
き
ん
、

　
　
　
や
ぼ
　
む
て
く
だ
さ
っ
だ

　
あ
な
さ
ん
ぢ
お
　
　
さ
ま
や
グ

ヂ
た
ゆ

へ焦
駅
伝
大
会
結
暴

　｝一 ☆
崩
学
生
の
部
　
　
　
　
皿

劉
鷲
讐
ズ
ひ
．
、
、
子
｝

一脚榊

　
3
位
薄
バ
ジ
ヱ
ロ
2
　
　
　
一

｝｛
と
榊
緒
に
｝
鑑
懸
命
楚
の
憲
硲

ン　　　　8

　
9
月
銘
β
（
金
）

　
男
子
は
松
代
町
池
規
論
父
差
占
｛

付
近
か
ら
大
島
中
学
校
へ
、
女

子
は
大
島
村
中
野
集
落
公
会
堂

繭
か
ら
岡
じ
く
大
島
中
学
校
へ
、

勝
利
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た

た
す
き
を
肩
に
駅
伝
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
、

　
松
之
由
中
学
校
は
、
男
子
2

区
志
賀
洗
介
く
ん
（
松
代
町
照

奴
奈
斑
中
学
校
離
か
ら
練
ま

で
）
と
5
区
蕩
橋
友
浩
く
ん
（
大

郡
中
駅
伝
大
会
結
果

男
子
（
参
撫
澱
チ
ー
ム
）

三
位
松
代
中
A
2
位
松

之
嶽
中
A
〈
村
山
草
太
・
志
賀

涜
介
・
佐
藤
轟
・
中
島
紘
・
商

橋
友
浩
・
本
由
拓
人
）
　
3
位

浦
規
漂
中
A
　
6
位
　
松
之
出

申
B（

丸
山
一
仁
・
滝
沢
遼
・
滝
沢

翻
史
・
鐵
邊
誠
・
蕩
橋
範
行
・

相
沢
購
洋
）

女
子
（
参
撫
7
チ
！
ム
）

1
位
　
安
塚
中
A
　
2
位
　
大

鶏
中
　
3
位
　
松
代
中
　
4
位

　
松
之
山
中
（
嵩
浪
希
美
・
爾

雲
美
香
・
設
楽
総
子
・
由
悌
真

理
子
・
依
藤
翠
）

獲
間
順
位

王
位
　
5
薮
　
佐
藤
翠

郡
中
学
校
駅
伝
六
会

　
　
　
　
松
匙
山
中
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
闘
第
2
位
警
・し

　警

　○

｛硝｝＿一㎜一

鍵β

爵
村
東
頸
城
広
域
ク
リ
…
・
ノ
セ

ン
タ
ー
か
ら
大
島
村
棚
騨
公
民

館
繭
ま
で
）
が
区
間
賞
の
好
逢

を
晃
せ
た
も
の
の
惜
し
く
も
第

2
位
の
成
綾
で
し
た
。
女
子
は

ア
ン
カ
ー
の
佐
藤
翠
さ
ん
（
棚

岡
公
渓
館
か
ら
大
鳥
串
学
校
ま

で
）
が
籔
間
賞
を
と
り
、
総
合

で
は
4
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
沿
道
で
は
多
く
の
人
が
申
学

生
の
力
産
に
大
き
な
声
援
を

送
っ
て
い
ま
し
た
。

10

位
松
之
山
中
C

（
樋
口
瀦
之
・
竹
内
淳
輝
・
商

橋
美
桐
・
佐
藤
裕
也
・
瀧
澤
大

輔
・
窩
橋
秘
孝
）

匿
闇
順
位

　　　32　1
　　　位位　位

642i352区匿猛区露区獲

志
賀
洗
介
A

商
橋
友
浩
A

舵
藤
　
真
A

村
由
草
太
A

滝
沢
　
遼
B

中
島
　
紘
A

本
出
擁
人
　
A

警
麹
勲
ア

誤
蔀虐要

　
　
　
　
！
♂
ね
～

擁、

今
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し
ま
し
た
、

　
松
之
由
中
学
校
は
、
男
子
2

区
志
賀
洗
介
く
ん
（
松
代
町
照

奴
奈
斑
中
学
校
離
か
ら
練
ま

で
）
と
5
区
蕩
橋
友
浩
く
ん
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大

郡
中
駅
伝
大
会
結
果

男
子
（
参
撫
澱
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ー
ム
）

三
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松
代
中
A
2
位
松

之
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〈
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志
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介
・
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藤
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・
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友
浩
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3
位

浦
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A
　
6
位
　
松
之
出

申
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丸
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仁
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沢
遼
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滝
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史
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邊
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橋
範
行
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相
沢
購
洋
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参
撫
7
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！
ム
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位
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塚
中
A
　
2
位
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3
位
　
松
代
中
　
4
位

　
松
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嵩
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美
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設
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獲
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5
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駅
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2
位
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城
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ク
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…
・
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ン
タ
ー
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島
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で
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逢
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位
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綾
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。
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子
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ん
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棚

岡
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館
か
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鳥
串
学
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ま

で
）
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籔
間
賞
を
と
り
、
総
合

で
は
4
位
と
い
う
結
果
で
し
た
。

　
沿
道
で
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多
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の
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申
学
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力
産
に
大
き
な
声
援
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送
っ
て
い
ま
し
た
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9月29縫（、土〉。

新躍集落において、「棚昭支援ネットワーク3ヂ棚照フット

ワークまヂ棚覆サポー一ター」ギ新潟大学生講による稲刈り作業

が行われました。参撫者は23名。撰れた手つきか転濡動

の漉発さが伺えます．今後も繊植え・縮薄り等お手伝いする

ヂ猫の豹運動を行うとのことです．上り旗が目印となりま

すので、銭軽にお声をかけて照圃に引っ張り込んでみては

いかがでしよう．

わが家の人気者

　穆よつ

　　　　くん（3歳〉

内山　濃き・里子さんの長男

　　　　　　（湯本駐往斯〉

僕の名鶴は亮です。みんな

から暁ちゃん3って呼ばれ

てます。僕はまだはっきり嘆

れないけどゼと一しゃん」

ヂか一しゃん」って呼んでます。

　エビフライと五目ご飯・梨

とアイスが大好きです、

　シャボン薫とかジャングル

ジムで遊んでます。動物が大

好きで、動物圏に行った蒔、

僕の大好きな「ゾウ」を見て

きました。大きなゾウが鶏の

繭にいて、すごくうれしかっ

たです。春に松之由に来て、

松羅像脊勝でたくさん友達が

できたから、みんなと一緒に

いっぱい遊びたいです．

1お母さんより…露｝

動物がとっても大好きだよね。

動物を好きと思う優しい気持

ちずっと持ち続けてね。これ

からは筈手な野菜をたくさん

食べてお友達と仲良く遊んで

ね、それと妹には優しくして

ね。

”

　類本の心r称太鼓」。

　9月30撮。全麟で涯目を集めているたいこ楽國ヂひのき屋」。その松之山ライ

ブが行われました。

　松之由のゼ鼓夢の会」ギ浦照太鼓組」とも競演。

　秋の夜長に響く灘太鼓の強く、鋭く、それでいて優しい音に時問を忘れて引き

込まれてしまいました。

　9月i5”i6獲。
麓海道劉海町にて行われた産業祭で、松之出・津南の物産販売が行われました。

　なぜに北海道？と思われると思いますが、この劉海町には吉池鮭撫工工場があ

り、この産業祭で遠い新潟の松之由・津南をPRしてくださいました。

　薪潟甕まれの方が北海道に多くいらっしゃるようで、突然に越後旗に懐かしの

故郷を思い磁されていましだ。

9月8β～沁月稔日までの
まちの話題をお知らせします

灘
獺

鱗
騰

講
灘

鐵
凝
脹

鯵
ー

臨嚢

あんなεと

εんなεと

　9月17β。自然抹養村センターにおいて、県市町栂合併支援課長をお擢きし、

まちづくり町疑講座ギ衛町村合併」が行われました。

　市町材奮磁について、今までの経緯やなぜ禽併なのかをお謡しいただいたあと、

参簾巻との質疑癒答が行われました。財政懸への質問が多く出され、参湘春一人一

人の決建における一つの材料になったことと思います。

鍵灘

　10月6・7撮。松之磁分校にて文化祭が醐催されました。学年ごとの欄牲的な

展示物の勉に、様々な楽しい舞禽が行われ、芸衛の秋にふさわしい元気で賑やかな

文化祭でした。

わが家の人気者「

　　　　　　　遡

ふみな
史奈ちゃん（3歳〉

滝沢豊漁・優子さんの二女

　　　　　（天水越・小坂〉

　私の名萌はヂ史奈達です。

　みんなからギふみな3とか

「ふみなちゃんまって呼ばれ

てます。私はギトトま、ヂマ

マ3って呼んでます。

　納．登とケーキとアイスク

リ・一ム、しょっぱい登、とかが

好きです。この前、交通公園

へ行ってお父さんとゴーカー

トに乗ってきたの．少し怖

かったけど、天餓がすごく農

くて気持ちよかったです。周

りには滑り台やブランコとか

いっぱいあってどれにしよう

か迷っちゃった。今は塚のす

ぐそばにある栗の木の下で栗

拾いに夢中です。

蓑お母さんから…露1

　健康が一番ですが、優しく

強い子になって欲しいです。

罪0

1
㊤
の
o
o
l
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1
ト
の
o
o
ー

繋　
　
　
響

　
　
　
き

　
　
　
灘
鱗
繋
至
蓮
動

　
m
月
慧
黛
か
ら
2
0
鶏
ま
で
の

10

β
問
、
県
疑
の
地
域
安
全
意

識
の
蕩
揚
と
活
動
へ
の
参
撫
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
盤

濡
で
き
る
地
域
祇
会
を
実
現
す

る
た
め
の
運
動
「
全
國
地
域
安

全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の

町
」
を
ス
ロ
…
ガ
ン
に
、
女
性
・

子
供
保
護
対
策
や
盗
難
・
少
年

の
雰
行
防
窺
、
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
目
標
と
し
て
運

動
し
ま
す
。
犯
罪
や
事
敬
、
災

害
の
な
い
地
域
祇
会
を
作
る
た

め
、
地
域
安
全
に
ご
協
力
下
さ

い
。

蕪
蒲
響
せ

　
郵
痩
局
で
は
、
平
成
1
3
年
⑳

月
よ
り
、
「
郵
政
官
署
に
お
け

る
原
動
機
付
自
転
章
等
責
任
保

険
募
集
の
取
扱
い
に
関
す
る
法

緯
（
平
成
12
年
法
律
第
6
9
弩
ご

に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
庫

等
の
自
動
箪
損
害
賠
儂
費
任
保

険
の
取
扱
い
を
闘
始
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

籔
欝灘

纏
難
蟹
鰭
塗
馨

　
秋
の
昧
覚
の
｝
つ
で
あ
る
き

の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し

た
。
次
の
こ
と
に
十
分
淺
意
し

て
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。・

食
期
と
自
信
を
持
っ
て
判
噺

で
き
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
食

べ
な
い
。

・
き
の
こ
に
つ
い
て
の
迷
信
は

儒
じ
な
い
。

　
茄
子
と
食
べ
れ
ば
毒
が
消
え

る
と
か
縦
に
割
け
れ
ば
大
丈
夫

と
か
、
ム
シ
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
き
の
こ
は
大
丈
夫
な
ど
は
全

く
根
拠
の
な
い
速
信
で
す
。

　
も
し
も
、
誤
っ
て
食
べ
、
中

毒
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
禽

は
攣
急
に
医
師
の
診
察
を
受
け

て
下
さ
い
。

灘
鑓
灘
謹
協
力
を

　
「
身
近
に
磁
来
る
助
け
合
い
幅

そ
れ
が
献
血
で
す
。
ま
0
月
に
も

献
搬
を
次
の
揖
程
で
行
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
憩
月
鍛
欝
水
曜
β

・
受
付
時
問
帯

　
午
鹸
9
時
㌻
疋
午
ま
で

　
午
後
1
時
～
午
後
4
聴
ま
で

・
会
場
　
町
役
場

・
2
0
0
酩
と
4
0
0
擢
の
献

ぬ
を
お
願
い
し
ま
す
。

灘麟講耀う
　
　
　
　
　
『

　
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
事
業
漸
企
業
・
統
謙
調
査
。

皆
様
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

調
萱
票
は
、
現
在
、
醸
収
・
集

計
中
で
す
．
ご
協
力
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
天
水
越
集
落
で
は
、

栓
会
生
活
基
本
調
奮
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
　
一
部
縫
帯
へ
調
査

票
を
お
配
り
し
ま
す
の
で
、
ご

記
入
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
秩
の
総
、
深
坂
練
で
南
下
す
る
た
く

誘
ん
の
渡
り
鳥
の
群
に
出
会
え
る
の
は

灘
麟
膨
鵠
。
種
類
が
特
建
で
き
る
も
の

獄
糞
癒
鱒
が
、
　
小
欝
皿
類
が
鳴
き
轟
父
わ
し

懸
瀞
疹
、
羅
根
伝
瞭
に
あ
る
い
は
眼
下

の
撚
潮
墜
沸
巻
蓋
が
る
よ
う
に
次
々
と

鰹
癒
越
競
羅
麟
蕉
姿
は
傭
度
響
あ
っ
て

懸
懇
激
嬢
羅
膨
蜜
籔
．
灘
蕊
を
俸
る
メ

攣
鞍
欝
ぽ
撚
敵
の
発
見
が
畢
麟
こ
と
、

簸
叢
鍵
翁
嫉
灘
漆
鱒
鑑
蕊
癒
ど
と
鱒
う
。

轍
磁
ぽ
選
壌
縫
欝
敵
懸
遜
鯵
て
、
夜
間
、

野鳥だより

置深坂峠を超えて』

　　　松之幽町野鳥愛護会

羅
癒
頼
鰹
縫
移
勧
誘
愚
懸
の
も
あ
る
と
い
う
か
ら
驚
き
で
あ
る
．

鑛
叢
懇
濃
懸
漆
蕎
綾
簿
の
姿
縫
畿
会
う
時
、
神
秘
で
不
思
議
に
満
ち

蓬
畿
懸
然
⑳
嚢
融
懇
灘
瀬
蒸
震
感
さ
慧
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
響
糞
は
ヒ
ヨ
ド
リ
の
欝
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黙
建
翻
探
篶
会
の
だ
案
内
）

購築期
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辮
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月
2
7
繕
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叢
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⑳
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懸
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懸
⑳
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ぽ
護
拷
参

．
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織
獲
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権
相
談
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鐵
開
護
機
つ
い
て

　
行
政
の
こ
と
で
分
か
ら
な
い

こ
と
、
心
配
事
を
お
持
ち
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
家
庭
内
の
も

め
事
や
相
続
、
兜
童
・
生
縫
の

い
じ
め
等
の
人
権
問
題
で
悩
ま

さ
れ
て
い
る
方
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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催
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コンピューター研修
　牽霞町傭報館薫催コンピューター硲修が醐催されます。受講希望の方はご応募下さい。

◆受講資格　キー一ボー一ドやマウス操作が無理なく行える方
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蕉x｛｝慰L癒薦醗纏　　　　　　 玉5

W禰像瓢燗修丁　蓬
　　　　　　　　一

／灘難鞭欝畿・難灘灘灘　　・
』『難霧灘雛難雛織鰻磯鱗建灘羅灘識＄繍癒叢編繊隷簿鑛慧隣鶴の闇総漿毯が誘鋤顯変わ萄驚し藻つだ

鞭灘、難麟難．灘灘灘畿灘騨鵬麟翻珍鱗騨翻騨耕灘纏鯵美し縮勲
難麟購麟醗叢醐講遙騨灘獺縢講雛絵懸凝騰勲鱒講く朧いて
嚢馨麟霧叢難i嬢・、

　叢霧纏鐵灘懸磁i繊嚢畿蘇謹撫縫擾藻蓼選懲、灘譲欝瀞憾襟繍潤麟の周翰驚散歩壱腰顧1ばするほど不安な気

欝懸撚総灘懸灘鐵灘懇懸叢獲鶏。懸慧懸疹糞漁太々驚混ん鐙竸る街縫濃聡海私には誰もいないのが不思議で、

馨雛溝鑛鐵懸霧懸縫ぽ駒尋鱗羅叢藻馨搬が麟るだろうがと鵠漁ような茶安な気持ちが頭に浮かんできて、皐く

蒙i建撮強羅欝叢麟叢磁懸．

灘鋤難勲謙瀬縦騰灘戴幽篤都無㈱醜咄齢りですので鰍だけに挨拶するよう
鷹隣麟繍き蟻難溺、総謎幽驚の皆毒ん盗は勲疹な碕入からでも頭を下げていただくし、共岡捧意識が強いと

繊総感穆叢楼懸．集落の盆踊のと秋祭頓などが都会でなかなか見られない薬岡体慧識を泳していると愚いま

霧。糞ぽ、磁磯瀞集叢翰、楽雛み癒がら協力ずることを松之鐵へ来る鳶舞に経験したことがありませんでした。

難の灘灘麩、國姻懲楚はなく、搬幽眺灘篤よるとい欠とめ畷近分かるようになった
の驚誘。松選鐵購縫慣擬、懸際交流の後事のきっかけで都会と異なっている癒落をする機会が出来てうれし

麟聡誘。
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灘
鱗
繋
至
蓮
動

　
m
月
慧
黛
か
ら
2
0
鶏
ま
で
の

10

β
問
、
県
疑
の
地
域
安
全
意

識
の
蕩
揚
と
活
動
へ
の
参
撫
を

促
進
し
、
安
全
で
安
心
し
て
盤

濡
で
き
る
地
域
祇
会
を
実
現
す

る
た
め
の
運
動
「
全
國
地
域
安

全
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

「
み
ん
な
で
作
ろ
う
安
心
の

町
」
を
ス
ロ
…
ガ
ン
に
、
女
性
・

子
供
保
護
対
策
や
盗
難
・
少
年

の
雰
行
防
窺
、
安
全
安
心
ま
ち

づ
く
り
を
重
点
目
標
と
し
て
運

動
し
ま
す
。
犯
罪
や
事
敬
、
災

害
の
な
い
地
域
祇
会
を
作
る
た

め
、
地
域
安
全
に
ご
協
力
下
さ

い
。

蕪
蒲
響
せ

　
郵
痩
局
で
は
、
平
成
1
3
年
⑳

月
よ
り
、
「
郵
政
官
署
に
お
け

る
原
動
機
付
自
転
章
等
責
任
保

険
募
集
の
取
扱
い
に
関
す
る
法

緯
（
平
成
12
年
法
律
第
6
9
弩
ご

に
基
づ
き
、
原
動
機
付
自
転
庫

等
の
自
動
箪
損
害
賠
儂
費
任
保

険
の
取
扱
い
を
闘
始
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
．

籔
欝灘

纏
難
蟹
鰭
塗
馨

　
秋
の
昧
覚
の
｝
つ
で
あ
る
き

の
こ
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
ま
し

た
。
次
の
こ
と
に
十
分
淺
意
し

て
秋
の
味
覚
を
楽
し
み
ま
し
ょ

う
。・

食
期
と
自
信
を
持
っ
て
判
噺

で
き
な
い
き
の
こ
は
絶
対
に
食

べ
な
い
。

・
き
の
こ
に
つ
い
て
の
迷
信
は

儒
じ
な
い
。

　
茄
子
と
食
べ
れ
ば
毒
が
消
え

る
と
か
縦
に
割
け
れ
ば
大
丈
夫

と
か
、
ム
シ
に
食
べ
ら
れ
て
い

る
き
の
こ
は
大
丈
夫
な
ど
は
全

く
根
拠
の
な
い
速
信
で
す
。

　
も
し
も
、
誤
っ
て
食
べ
、
中

毒
を
起
こ
し
て
し
ま
っ
た
場
禽

は
攣
急
に
医
師
の
診
察
を
受
け

て
下
さ
い
。

灘
鑓
灘
謹
協
力
を

　
「
身
近
に
磁
来
る
助
け
合
い
幅

そ
れ
が
献
血
で
す
。
ま
0
月
に
も

献
搬
を
次
の
揖
程
で
行
い
ま
す
。

多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

・
憩
月
鍛
欝
水
曜
β

・
受
付
時
問
帯

　
午
鹸
9
時
㌻
疋
午
ま
で

　
午
後
1
時
～
午
後
4
聴
ま
で

・
会
場
　
町
役
場

・
2
0
0
酩
と
4
0
0
擢
の
献

ぬ
を
お
願
い
し
ま
す
。
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『

　
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
事
業
漸
企
業
・
統
謙
調
査
。

皆
様
に
記
入
し
て
い
た
だ
い
た

調
萱
票
は
、
現
在
、
醸
収
・
集

計
中
で
す
．
ご
協
力
あ
り
が
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ご
ざ
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ま
し
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。

　
な
お
、
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水
越
集
落
で
は
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栓
会
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活
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調
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実
施
い

た
し
ま
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一
部
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帯
へ
調
査

票
を
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配
り
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す
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で
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入
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。
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の
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4
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EXCEL　鯵！玉5
蕉x｛｝慰L癒薦醗纏　　　　　　 玉5

W禰像瓢燗修丁　蓬
　　　　　　　　一

／灘難鞭欝畿・難灘灘灘　　・
』『難霧灘雛難雛織鰻磯鱗建灘羅灘識＄繍癒叢編繊隷簿鑛慧隣鶴の闇総漿毯が誘鋤顯変わ萄驚し藻つだ

鞭灘、難麟難．灘灘灘畿灘騨鵬麟翻珍鱗騨翻騨耕灘纏鯵美し縮勲
難麟購麟醗叢醐講遙騨灘獺縢講雛絵懸凝騰勲鱒講く朧いて
嚢馨麟霧叢難i嬢・、

　叢霧纏鐵灘懸磁i繊嚢畿蘇謹撫縫擾藻蓼選懲、灘譲欝瀞憾襟繍潤麟の周翰驚散歩壱腰顧1ばするほど不安な気

欝懸撚総灘懸灘鐵灘懇懸叢獲鶏。懸慧懸疹糞漁太々驚混ん鐙竸る街縫濃聡海私には誰もいないのが不思議で、

馨雛溝鑛鐵懸霧懸縫ぽ駒尋鱗羅叢藻馨搬が麟るだろうがと鵠漁ような茶安な気持ちが頭に浮かんできて、皐く

蒙i建撮強羅欝叢麟叢磁懸．

灘鋤難勲謙瀬縦騰灘戴幽篤都無㈱醜咄齢りですので鰍だけに挨拶するよう
鷹隣麟繍き蟻難溺、総謎幽驚の皆毒ん盗は勲疹な碕入からでも頭を下げていただくし、共岡捧意識が強いと

繊総感穆叢楼懸．集落の盆踊のと秋祭頓などが都会でなかなか見られない薬岡体慧識を泳していると愚いま

霧。糞ぽ、磁磯瀞集叢翰、楽雛み癒がら協力ずることを松之鐵へ来る鳶舞に経験したことがありませんでした。

難の灘灘麩、國姻懲楚はなく、搬幽眺灘篤よるとい欠とめ畷近分かるようになった
の驚誘。松選鐵購縫慣擬、懸際交流の後事のきっかけで都会と異なっている癒落をする機会が出来てうれし

麟聡誘。
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介護認定審査会事務局嘱託書記公募のご案内

　　広域6市町村で共飼設置している介護保険の認定審査会事務局の嘱託職轟を募集します。

王、業務内容　介護保険の介護認定審査会の運営〈嘱託讐記〉

　　　　　　　（会議段程編成と委鍛間の調整、資料収受点検・作成、会議運営等）

a応募条件等　十揖町市、摺茜町、津南町、中里村、松代町、松之由町に盗候していること

　　　　　　　商校挙業以上

　　　　　　　年齢船歳から62歳まで（平成過隼4月ユ日現往〉

　　　　　　　パソコンの操作ができること

　　　　　　　普通欝動奪免許所膚

＆人　　　数　2各
蔓採馬聴期平成14年4月王欝（予定）
敬i勤　務　地　十臼町欝クロス紛内

数
期
地
等
間

　
聴
　
件
時

　
　
務
条
務

　
馬
　
務
勤

人
採
勤
勤
①

3．

4．

5．

6．

　　①勤務時間　1揖につき6時問
　　　　　　　　午箭9時から午後4聴まで、または午後三時から午後8聴まで審資会の禰催に奮わ

　　　　　　　　せて翻り振りますが、午後8時までの勤務が亙ヶ月あたり焉欝程度となります。

　　③任爾期聞　ユ年間（勤務成績により更新します、〉

　　③報　　醐　月欝乃円から17万1月程度

　　④休　　臼　土、蓑ヨ曜段、圏罠の祝休黛、年末年始

　　⑤休　　暇　捻繍
　7。墓集期間　平成爲薙難月9欝まで〈必養〉に、勝定の慈墓溺紙に必要事項を趨書し、十繍町

　　　　　　　　覆介護保険諜に提患して（郵送可）下さい．（応募期紙は市町村役場の介護保険撞嶺

　　　　　　　　謙にあります、〉

　8．採用の決定　H月20臼から30揖の間に予定している爾接と提出された書類により決建します。

　　　　　　　　灘接鷺時、会場は、応募麿に直接連絡します．

し　9．問い合わせ先　十臼町市役所介護保険諜介護保険係（0257－57－3nの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．．　．　　、　．　〆

診
療
所
ニ
ュ
：
ス

◎
朝
タ
の
診
疲
漸
玄
開
の
闘
閉
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
葵
し
ま
す
、

1
、
朝
は
午
勧
＄
時
に
カ
ギ
を
闘
け
ま
す
。

2
、
夕
秀
は
午
後
5
時
蔦
分
に
カ
ギ
を
朗
め
ま
す
。

3
、
休
縫
の
蔚
の
穏
の
午
後
5
時
路
分
以
降
は
、
診
療
勝
に
残
っ
て

鱒
る
薬
を
役
場
宿
直
墜
に
置
き
ま
す
の
で
、
役
場
に
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。
（
会
謙
は
後
溺
お
願
い
し
ま
す
、
）

※
ざ
不
便
崔
お
が
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

霧
¢＠

薬
億
郵
便
懸
も
お
属
け
し
ま
す
。

　
滋
癒
が
嬉
ぽ
爾
や
雪
癒
ど
で
是
下
が
悪
く
な
り
ま
す
。
薬
だ
け
の

場
欝
ぽ
郵
種
蜷
懸
お
縷
駐
で
窪
ま
す
の
で
、
電
謡
で
串
し
込
む
時
に

懸
の
憲
お
議
灘
毒
麟
。

套
謙
轍
後
穣
お
顯
鱒
樋
驚
磁
ま
す
。

⑧
愚
幾
輸
送
簗
の
縮
後
の
運
行
は
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
慧
着
輸
送
藁
の
繋
後
の
運
徳
に
つ
鵜
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

繋
後
の
懲
灘
き
滋
瀞
糞
癒
麟
護
＆
楽
、
薬
葎
度
の
循
環
バ
ス
運
行
の

滋
遷
隷
謹
藻
霧
総
集
度
絃
蓮
癒
移
癒
麟
護
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
了

灘
嚢
蓬
叢
蕎
議
灘
聡
願
麟
麟
総
毯
業
鱗
。

醗
謬
療
畿
織
懸
縫
闘
離
簸
疑
隷
蓼
憲
麟
蒙
蜜
。

　
灘
灘
瀞
麟
灘
．
繋
後
騰
淵
．
撚
懸
除
裟
）
懸
診
療
を
待
っ
で
い
ま
す
。

灘
後
曝
繋
後
鑛
織
叢
懇
診
療
磁
、
懸
の
後
愚
饗
き
ん
が
樋
癒
嶺
場
合

』
、
灘
雛
購
鞍
懸
鞭
灘
諺
鷺
欝
瀞
ぽ
漢
叢
．
盤
時
懇
懸
毬
蒸
診
療
を
受
け

夢
．
蓬
麟
魏
緯
猿
難
議
懇
、
灘
緬
⑳
蔽
鞍
懇
確
瀞
め
羅
が
、
鯵
お
韓
饗
下
さ

難
叢
懸
．
魏
懸
灘
曜
鍛
懸
霧
曜
環
醸
綴
鹸
顯
鶏
欝
お
購
聞
が
少
癒

嚢
懇
麟
鑛
、
溝
饗
麟
麟
糀
叢
叢
。
・

＠
懇
鑛
饗
懲
騰
嚢
饗
．
繊
嚢
饗
辮
活
動
穫
お
錘
鍵
羅
さ
樋
。

p
繋
獲
繋
叢
擬
講
繋
鯵
灘
欝
繊
灘
驚
騰
遜
灘
鱗
ぽ
、
薬
の
蕊
＆
や
成

，
、
、
難
騰
醗
欝
灘
謹
礁
灘
懸
麟
叢
繋
磯
懇
鑛
懸
撚
欝
毒
鱒
。

　
繁
談
療
癒
繕
鑛
驚
譲
鱒
懸
総
磯
灘
ぽ
猿
程
⑳
調
整
蓬
麟
痘
轡
ま
鱗
。

薯4

　
事
難
内
容
（
箱
／
爲
～
質
／
9
）

　
　
　
ゆ
　
　
と
　
　
の

⑭

一

灘
叢
灘
、

欝
灘
韮
鎌
ー
簿
夫
会

　
各
チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ

し
、
2
鷺
間
に
わ
た
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
期
田
　
憩
月
算
臼
（
水
）

　
　
　
　
　
　
綿
鷺
（
木
）

▼
時
闘
　
午
後
6
聴
3
0
分
～

▼
場
漸
　
町
昆
体
育
館

灘
灘
嚢
嬢
講
塵

（
料
建
驚
園
際
交
験
V

　
県
園
際
交
流
員
の
方
か
ら
ロ

シ
ア
料
理
を
学
び
ま
し
ょ
う
ゆ

さ
て
ど
ん
な
料
理
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

▼
期
β
　
！
0
月
2
5
日
く
木
V

▼
時
闘
　
午
後
6
時
～

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
締
ポ
ペ
レ
ー
チ
ニ
ー

　
　
　
　
（
県
團
際
轟
父
流
麟
ハ
）

雛
艦
黎
雛
獲
ワ
韮
ク

　
（
う
た
ご
驚
サ
輩
ク
ル
〉

▼
期
日
　
工
o
月
爲
β
（
木
）

　
　
　
　
難
月
1
日
（
木
）

▼
時
聡
　
午
後
8
時
か
ら

▼
場
勝
　
休
養
村
セ
ン
タ
妻

簾
欝
鑛
蒙
．

　
　
灘
懸
懸
講
簸
・
修
了
式
）

　
大
学
の
皆
さ
ん
玉
年
闘
ご
蕃

労
様
で
し
た
．
町
長
よ
り
講
謡

を
い
た
だ
き
、
学
習
の
総
ま
と

め
と
修
γ
式
を
行
い
ま
す
。

▼
期
9
U
月
2
鷺
（
金
）

▼
時
間
　
　
媛
轟
鮒
絹
“
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鑛
鰹
灘
騰
鰍

　
舞
月
第
2
土
曜
β
を
子
供
達

の
遊
び
の
広
場
と
し
て
休
養
耕

セ
ン
タ
葦
を
闘
放
。

　
読
み
闘
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
駈

貸
月
⑳
欝
釜
）

午
萌
9
縛
～

　
　
　
午
後
4
時

休
養
村
セ
ン
タ
葦

雛
灘
礫
辮
叢
灘
湯
鳥

（
歴
黛
マ
ッ
プ
を
穆
る
多
〉

　
歴
吏
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
町
の
歴
吏
マ
ッ
プ

を
作
つ
て
み
ま
し
ょ
う
．

▼
期
8
　
H
月
王
o
貨
（
土
）

▼
時
間
　
午
箭
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
運
午

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鱗
鞭
滋
籔
教
窒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館9

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　些　　　　　　　　　　　　婁　　　　　　　　　轟　　　　　　　　糞　　　　　　　繋　　　　　　懸
　　　　　叢、

　　　　欝　　　翼

禦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哩

　　　　　　　　　　　　　　　茎

　　　　　　　　　　　　　　　一蝉

　　　　　　　　　　雛

だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤ

　　腕自慢・のど自慢・演嶽慢
この摂が皆さんの大舞台となります。

上川手歌舞伎など松之由の羨達餐が一堂に会し、

歌い、演じる芸能祭！そして今年はあの……

　☆水森癒土ファミリーコンサート

　☆即興劇（プレイバックシアター〉　　　　　i

が行われます．　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き鷺織1いお齪激や駈雌も参寒疑すi

どんなステージになるのか！それは晃ないと分

りませんよ。

＿＿＿尚＿＿4

　
鍵
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
段
ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
漏
で
す
。

さ
て
、
ダ
ン
ボ
蓄
ル
で
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
な
。

▼
期
a
　
鍍
月
澱
日
（
水
）

▼
時
間
　
午
前
9
時
～
H
時

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
蓄

今年の農業祭は、開催20園目！

例年たくさんの方がお越し下さってます。

そこで今年は北海遵劉海町からも海旬を持って

参纐していただくことになりました。・

どんなもので皆さんをお誘いするのかここでは

傘し、ヒげられま鷺ん。是葬会場に是を運んで、

海の幸を堪能してみてください。

の野菜の直売、ナメコ丼、ソバ、

、コシヒカリのおにぎり等

別海町の海旬料理

展調．＿刃勲
翻
繍

　
　
℃
、

を
ひ

等
ぜ

覚
す

味
ま

璽

○新鮮旬の野菜

　綿菓子、コシ

○詫海道別海町

○農機異展承場

たくさんの秋の

ご期意しており

お越し下さい．

痢｝｝
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介護認定審査会事務局嘱託書記公募のご案内

　　広域6市町村で共飼設置している介護保険の認定審査会事務局の嘱託職轟を募集します。

王、業務内容　介護保険の介護認定審査会の運営〈嘱託讐記〉

　　　　　　　（会議段程編成と委鍛間の調整、資料収受点検・作成、会議運営等）

a応募条件等　十揖町市、摺茜町、津南町、中里村、松代町、松之由町に盗候していること

　　　　　　　商校挙業以上

　　　　　　　年齢船歳から62歳まで（平成過隼4月ユ日現往〉

　　　　　　　パソコンの操作ができること

　　　　　　　普通欝動奪免許所膚

＆人　　　数　2各
蔓採馬聴期平成14年4月王欝（予定）
敬i勤　務　地　十臼町欝クロス紛内

数
期
地
等
間

　
聴
　
件
時

　
　
務
条
務

　
馬
　
務
勤

人
採
勤
勤
①

3．

4．

5．

6．

　　①勤務時間　1揖につき6時問
　　　　　　　　午箭9時から午後4聴まで、または午後三時から午後8聴まで審資会の禰催に奮わ

　　　　　　　　せて翻り振りますが、午後8時までの勤務が亙ヶ月あたり焉欝程度となります。

　　③任爾期聞　ユ年間（勤務成績により更新します、〉

　　③報　　醐　月欝乃円から17万1月程度

　　④休　　臼　土、蓑ヨ曜段、圏罠の祝休黛、年末年始

　　⑤休　　暇　捻繍
　7。墓集期間　平成爲薙難月9欝まで〈必養〉に、勝定の慈墓溺紙に必要事項を趨書し、十繍町

　　　　　　　　覆介護保険諜に提患して（郵送可）下さい．（応募期紙は市町村役場の介護保険撞嶺

　　　　　　　　謙にあります、〉

　8．採用の決定　H月20臼から30揖の間に予定している爾接と提出された書類により決建します。

　　　　　　　　灘接鷺時、会場は、応募麿に直接連絡します．

し　9．問い合わせ先　十臼町市役所介護保険諜介護保険係（0257－57－3nの
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ぜ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　『～　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　．．　．　　、　．　〆

診
療
所
ニ
ュ
：
ス

◎
朝
タ
の
診
疲
漸
玄
開
の
闘
閉
時
間
を
次
の
よ
う
に
変
葵
し
ま
す
、

1
、
朝
は
午
勧
＄
時
に
カ
ギ
を
闘
け
ま
す
。

2
、
夕
秀
は
午
後
5
時
蔦
分
に
カ
ギ
を
朗
め
ま
す
。

3
、
休
縫
の
蔚
の
穏
の
午
後
5
時
路
分
以
降
は
、
診
療
勝
に
残
っ
て

鱒
る
薬
を
役
場
宿
直
墜
に
置
き
ま
す
の
で
、
役
場
に
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。
（
会
謙
は
後
溺
お
願
い
し
ま
す
、
）

※
ざ
不
便
崔
お
が
け
し
ま
す
が
、
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
い
た
し
ま

霧
¢＠

薬
億
郵
便
懸
も
お
属
け
し
ま
す
。

　
滋
癒
が
嬉
ぽ
爾
や
雪
癒
ど
で
是
下
が
悪
く
な
り
ま
す
。
薬
だ
け
の

場
欝
ぽ
郵
種
蜷
懸
お
縷
駐
で
窪
ま
す
の
で
、
電
謡
で
串
し
込
む
時
に

懸
の
憲
お
議
灘
毒
麟
。

套
謙
轍
後
穣
お
顯
鱒
樋
驚
磁
ま
す
。

⑧
愚
幾
輸
送
簗
の
縮
後
の
運
行
は
し
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
慧
着
輸
送
藁
の
繋
後
の
運
徳
に
つ
鵜
て
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、

繋
後
の
懲
灘
き
滋
瀞
糞
癒
麟
護
＆
楽
、
薬
葎
度
の
循
環
バ
ス
運
行
の

滋
遷
隷
謹
藻
霧
総
集
度
絃
蓮
癒
移
癒
麟
護
と
に
な
り
ま
し
た
。
ご
了

灘
嚢
蓬
叢
蕎
議
灘
聡
願
麟
麟
総
毯
業
鱗
。

醗
謬
療
畿
織
懸
縫
闘
離
簸
疑
隷
蓼
憲
麟
蒙
蜜
。

　
灘
灘
瀞
麟
灘
．
繋
後
騰
淵
．
撚
懸
除
裟
）
懸
診
療
を
待
っ
で
い
ま
す
。

灘
後
曝
繋
後
鑛
織
叢
懇
診
療
磁
、
懸
の
後
愚
饗
き
ん
が
樋
癒
嶺
場
合

』
、
灘
雛
購
鞍
懸
鞭
灘
諺
鷺
欝
瀞
ぽ
漢
叢
．
盤
時
懇
懸
毬
蒸
診
療
を
受
け

夢
．
蓬
麟
魏
緯
猿
難
議
懇
、
灘
緬
⑳
蔽
鞍
懇
確
瀞
め
羅
が
、
鯵
お
韓
饗
下
さ

難
叢
懸
．
魏
懸
灘
曜
鍛
懸
霧
曜
環
醸
綴
鹸
顯
鶏
欝
お
購
聞
が
少
癒

嚢
懇
麟
鑛
、
溝
饗
麟
麟
糀
叢
叢
。
・

＠
懇
鑛
饗
懲
騰
嚢
饗
．
繊
嚢
饗
辮
活
動
穫
お
錘
鍵
羅
さ
樋
。

p
繋
獲
繋
叢
擬
講
繋
鯵
灘
欝
繊
灘
驚
騰
遜
灘
鱗
ぽ
、
薬
の
蕊
＆
や
成

，
、
、
難
騰
醗
欝
灘
謹
礁
灘
懸
麟
叢
繋
磯
懇
鑛
懸
撚
欝
毒
鱒
。

　
繁
談
療
癒
繕
鑛
驚
譲
鱒
懸
総
磯
灘
ぽ
猿
程
⑳
調
整
蓬
麟
痘
轡
ま
鱗
。

薯4

　
事
難
内
容
（
箱
／
爲
～
質
／
9
）

　
　
　
ゆ
　
　
と
　
　
の

⑭

一

灘
叢
灘
、

欝
灘
韮
鎌
ー
簿
夫
会

　
各
チ
ー
ム
が
町
長
杯
を
め
ざ

し
、
2
鷺
間
に
わ
た
り
熱
戦
を

繰
り
広
げ
ま
す
。

▼
期
田
　
憩
月
算
臼
（
水
）

　
　
　
　
　
　
綿
鷺
（
木
）

▼
時
闘
　
午
後
6
聴
3
0
分
～

▼
場
漸
　
町
昆
体
育
館

灘
灘
嚢
嬢
講
塵

（
料
建
驚
園
際
交
験
V

　
県
園
際
交
流
員
の
方
か
ら
ロ

シ
ア
料
理
を
学
び
ま
し
ょ
う
ゆ

さ
て
ど
ん
な
料
理
が
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

▼
期
β
　
！
0
月
2
5
日
く
木
V

▼
時
闘
　
午
後
6
時
～

▼
場
斯
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

▼
講
締
ポ
ペ
レ
ー
チ
ニ
ー

　
　
　
　
（
県
團
際
轟
父
流
麟
ハ
）

雛
艦
黎
雛
獲
ワ
韮
ク

　
（
う
た
ご
驚
サ
輩
ク
ル
〉

▼
期
日
　
工
o
月
爲
β
（
木
）

　
　
　
　
難
月
1
日
（
木
）

▼
時
聡
　
午
後
8
時
か
ら

▼
場
勝
　
休
養
村
セ
ン
タ
妻

簾
欝
鑛
蒙
．

　
　
灘
懸
懸
講
簸
・
修
了
式
）

　
大
学
の
皆
さ
ん
玉
年
闘
ご
蕃

労
様
で
し
た
．
町
長
よ
り
講
謡

を
い
た
だ
き
、
学
習
の
総
ま
と

め
と
修
γ
式
を
行
い
ま
す
。

▼
期
9
U
月
2
鷺
（
金
）

▼
時
間
　
　
媛
轟
鮒
絹
“
時
～

　
　
　
　
　
　
　
午
後
1
時

▼
場
漸
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鑛
鰹
灘
騰
鰍

　
舞
月
第
2
土
曜
β
を
子
供
達

の
遊
び
の
広
場
と
し
て
休
養
耕

セ
ン
タ
葦
を
闘
放
。

　
読
み
闘
か
せ
タ
イ
ム
や
ビ
デ

オ
上
映
、
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ナ
ー

な
ど
。

▼
期
β

▼
時
間

▼
場
駈

貸
月
⑳
欝
釜
）

午
萌
9
縛
～

　
　
　
午
後
4
時

休
養
村
セ
ン
タ
葦

雛
灘
礫
辮
叢
灘
湯
鳥

（
歴
黛
マ
ッ
プ
を
穆
る
多
〉

　
歴
吏
教
室
で
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
し
て
、
町
の
歴
吏
マ
ッ
プ

を
作
つ
て
み
ま
し
ょ
う
．

▼
期
8
　
H
月
王
o
貨
（
土
）

▼
時
間
　
午
箭
9
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　
　
　
運
午

▼
場
駈
　
休
養
村
セ
ン
タ
ー

鱗
鞭
滋
籔
教
窒

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　るノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館9

　　　　　　　　　　　　　　　　　難　　　　　　　　　　　　　　些　　　　　　　　　　　　婁　　　　　　　　　轟　　　　　　　　糞　　　　　　　繋　　　　　　懸
　　　　　叢、

　　　　欝　　　翼

禦
　　　　　　　　　　　　　　　　　　欝

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　哩

　　　　　　　　　　　　　　　茎

　　　　　　　　　　　　　　　一蝉

　　　　　　　　　　雛

だ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ツヤ

　　腕自慢・のど自慢・演嶽慢
この摂が皆さんの大舞台となります。

上川手歌舞伎など松之由の羨達餐が一堂に会し、

歌い、演じる芸能祭！そして今年はあの……

　☆水森癒土ファミリーコンサート

　☆即興劇（プレイバックシアター〉　　　　　i

が行われます．　　　　　　　　　　　　　　　i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き鷺織1いお齪激や駈雌も参寒疑すi

どんなステージになるのか！それは晃ないと分

りませんよ。

＿＿＿尚＿＿4

　
鍵
月
の
ニ
コ
ニ
コ
教
室
は

「
段
ボ
…
ル
で
遊
ぼ
う
漏
で
す
。

さ
て
、
ダ
ン
ボ
蓄
ル
で
ど
ん
な

こ
と
が
で
き
る
か
な
。

▼
期
a
　
鍍
月
澱
日
（
水
）

▼
時
間
　
午
前
9
時
～
H
時

▼
場
所
　
休
養
村
セ
ン
タ
蓄

今年の農業祭は、開催20園目！

例年たくさんの方がお越し下さってます。

そこで今年は北海遵劉海町からも海旬を持って

参纐していただくことになりました。・

どんなもので皆さんをお誘いするのかここでは

傘し、ヒげられま鷺ん。是葬会場に是を運んで、

海の幸を堪能してみてください。

の野菜の直売、ナメコ丼、ソバ、

、コシヒカリのおにぎり等

別海町の海旬料理

展調．＿刃勲
翻
繍

　
　
℃
、

を
ひ

等
ぜ

覚
す

味
ま

璽

○新鮮旬の野菜

　綿菓子、コシ

○詫海道別海町

○農機異展承場

たくさんの秋の

ご期意しており

お越し下さい．

痢｝｝
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1
①
の
o
o
I

え・う奮のおかあさん

むらやず　　　ンノかん

村由　　駿

　　（北浦鐙）

ジャスコヘおでかけするところ、

おいしいカレーとサラダを作つ

てくれるお簿さんが好き。

圃圖回團
おめでた（出生）

昭浩ちゃん　醤山　昇・貞子さん

　　　　　　　　赤　倉（柿の木〉

潮校ちゃん　長澤毒愛・美枝子さん

　　　　　　　　炎水島（明星）

おくやみ（死震）

材山蔑次郎さん　86歳　古　戸（森　下〉

由犀　　弘さん62歳新　由（古屋場〉

＊9月王揖から9月30βまでの届出分です。

率広報に載せてほしくない方は、麗慮の時に

　窓鷺にお話ください、

鐵
簸
麟
鷲

雛
譲
響
騨
た
し
ま
す

　
9
月
暑
広
報
誌
の
お
く
や
み

で
小
野
塚
キ
ン
さ
ん
の
集
落
が

湯
山
と
な
っ
て
い
ま
し
た
．

班
し
く
は
、
湯
本
で
す
．
訂
蕉

し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

雛
闘
簸
鑓
に
ご
注
意
を

　
様
々
な
物
を
上
黍
な
雷
葉
を

巧
み
に
使
い
、
販
売
し
て
い
ま

す
。
要
ら
な
い
物
・
必
、
要
と
し

な
い
物
は
「
要
り
ま
せ
ん
」
と

は
っ
き
り
餐
え
ま
し
ょ
う
。

　
も
し
購
入
さ
れ
て
し
ま
っ
た

場
合
は
、
畢
め
に
お
近
く
の
駐

葎
所
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

欝
職
籔
潟
馨

灘
懸
灘
馨
併
記
事
補
足

　
9
月
弩
に
揚
載
い
た
し
ま
し

た
近
隣
市
町
村
の
資
料
に
つ
い

て
、
牽
撮
町
市
の
数
値
が
一
部

掲
載
し
て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
金
併
協
議
会
資
料

の
み
を
も
と
に
揚
載
し
た
た
め

で
す
。
調
査
を
実
施
せ
ず
掲
載

し
た
こ
と
で
、
関
係
各
位
に
ご

迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
し
た
。

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

⑳◎㊨㊨
　　　　　　10月三翰競窪

　総人口　31絡1人（一め

　　　男i，駁g人（一叉〉

　　　女1，642人（0〉
　黛帯数　ユ，難4戸（一i〉
　　　　（）内は鹸月との比較

町民憲章，落率、，、，隼，月縦

　わたしたちは松之撫町民です、郷土を愛し、

　みんなでよりよい町づくりをしよう．

町観の含露葉

　　1、美しい縁と露の中で

　　　　　　　　心豊かな人になろう

　　三、ブナの梢が触れ合うように

　　　　　　　　連体の心をもとう

　　1、湧きいづる湯泉のように

　　　　　　　　創造のカを嵩めよう
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